
下北地区統合校検討委員会設置要綱

令和 ５年 ５月２５日制定

（設置及び目的）

第１条 大湊高等学校及びむつ工業高等学校の統合により令和９年度に新設される

下北地区統合校について、青森県教育委員会が令和７年度に設置する「開設準備

委員会」に対し、教育内容や校舎のあり方について下北地域の意見を届けるため

「下北地区統合校検討委員会」（以下「委員会」という。）を設置する。

（組織等）

第２条 委員会は、委員２０人以内で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。

⑴ 学識経験者

⑵ 学校教育関係者

⑶ ＰＴＡ関係者

⑷ 産業界関係者

⑸ その他委員として市長が適当と認める者

３ 委員会に、会議の議事進行を行う座長を置く。

４ 座長は、委員の互選により定める。

５ 座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、あらかじめ座長の指名する

委員がその職務を代理する。

（オブザーバー）

第３条 委員会にオブザーバーを置くことができる。

２ オブザーバーは、会議に出席し、座長の求めに応じて情報提供を行うものとす

る。

（任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。

２ 任期途中で委員が欠けた場合は、補欠の委員を委嘱する。ただし、補欠の委員

の任期は、前任者の残任期間とする。

（会議）

第５条 会議は、座長が招集する。

２ 委員は、事故その他やむを得ない理由により会議に出席できないときは、代理



人を出席させることができる。この場合において、代理人の行為は、委員の行為

とみなす。

３ 座長は、必要があると認めるときは、委員及びオブザーバー以外の者に対し、

会議への出席を求めることができる。

（報酬及び費用弁償）

第６条 委員は、会議に出席したときは、報酬及び費用の弁償を受けることができ

る。ただし、国及び地方公共団体の常勤の特別職の職員又は一般職の職員につい

ては、これを支給しない。

２ 報酬及び費用弁償の額、支給方法等は、むつ市特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償に関する条例（平成６年むつ市条例第１号）の例による。

（事務局）

第７条 委員会の事務局は、企画政策部企画調整課とする。

（その他）

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、市長

が別に定める。

附 則

この要綱は、令和５年５月２５日から施行する。


